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規

則

■群
馬
県
河
川
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
九
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
三
十
一
号

群
馬
県
河
川
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
河
川
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
年
群
馬
県
規
則
第
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
記
様
式
第
一
号
か
ら
別
記
様
式
第
三
号
ま
で
、
別
記
様
式
第
七
号
か
ら
別
記
様
式
第
十
号
ま
で
、

別
記
様
式
第
十
二
号
及
び
別
記
様
式
第
十
三
号
中
「印

」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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告 示■

◎群馬県告示第５０号

群馬県県税条例（昭和２５年群馬県条例第３２号）第１４６条の１０第２項の規定により交付した次の免税軽油

使用者証について、亡失した旨の報告があったので、無効とする。

令和３年３月９日

群馬県知事 山 本 一 太

使用者証 免税軽油使用者証を交付した
業種 有 効 期 間 亡失年月日

番 号 事務所

農業 01－00165 令和２年３月１日から 前橋行政県税事務所 令和３年１月１０日
令和３年３月３１日まで

◎群馬県告示第５１号

群馬県県税条例（昭和２５年群馬県条例第３２号）第１４６条の１１第５項の規定により交付した次の免税証に

ついて、亡失した旨の報告があったので、無効とする。

令和３年３月９日

群馬県知事 山 本 一 太

免税証を
免税証 記 号 免税証に記載された販売業者の

業 種 枚 数 有 効 期 間 交付した 亡失年月日
の種類 番 号 所在地及び名称

事務所

20リッ 農業 E08000204 １枚 令和２年３月１ 利根郡片品村下平甲３６－１ 利根沼田 令和３年１
トル券 日から令和３年 全農ぐんま片品給油所 行政県税 月２０日

２月２８日まで 事務所

◎群馬県告示第５２号

森林法（昭和２６年法律第２４９号）第３３条の２の規定により、次のとおり保安林の指定施業要件を変更する

予定である。

令和３年３月９日

群馬県知事 山 本 一 太

１ 指定施業要件の変更に係る保安林の所在場所 吾妻郡高山村（次の図に示す部分に限る。）

２ 保安林として指定された目的 公衆の保健

３ 変更後の指定施業要件

(1) 立木の伐採の方法

ア 次の森林については、主伐は、択伐による。
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吾妻郡高山村（次の図に示す部分に限る。）

イ その他の森林については、主伐に係る伐採種を定めない。

ウ 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市町村森林整備計画で定め

る標準伐期齢以上のものとする。

エ 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

(2) 立木の伐採の限度並びに植栽の方法・期間及び樹種 次のとおりとする。

「次の図」及び「次のとおり」は、省略し、その図面及び関係書類を群馬県環境森林部森林局森林保全課及び高

山村役場に備え置いて縦覧に供する。

公 告■

特定非営利活動促進法（平成１０年法律第７号）第２５条第３項の規定による特定非営利活動法人の定款の変更

に係る認証の申請があったので、同条第５項において準用する同法第１０条第２項の規定により、次のとおり公告

する。

なお、同項の規定により、申請のあった日から１月間、申請に係る変更後の定款を群馬県生活こども部県民活動

支援・広聴課において縦覧に供する。

令和３年３月９日

群馬県知事 山 本 一 太

１ 申請のあった年月日 令和３年２月２５日

２ 特定非営利活動法人の名称 特定非営利活動法人介護情報館

３ 代表者の氏名 松本孝幸

４ 主たる事務所の所在地 富岡市一ノ宮１６５４番地２

５ 定款に記載された目的 この法人は、地域住民に対して、福祉の向上に関する事業を行い、もって安心して住

むことのできる地域づくりに寄与することを目的とする。

都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第２１条第２項において準用する同法第２０条第１項の規定により、

箕郷都市計画下水道及び榛名都市計画下水道の変更の図書の写しの送付を受けたので、同法第２１条第２項におい

て準用する同法第２０条第２項の規定により、次のとおり公衆の縦覧に供する。

令和３年３月９日

群馬県知事 山 本 一 太

１ 都市計画の種類及び名称 箕郷都市計画下水道 高崎公共下水道及び榛名都市計画下水道 高崎公共下水道

２ 都市計画の変更年月日 令和３年１月１５日

３ 縦覧場所 群馬県県土整備部下水環境課及び高崎市下水道局総務課

都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第３６条第２項の規定により検査済証を交付したので、次の開発行為

に関する工事が完了した旨を公告する。
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令和３年３月９日

群馬県知事 山 本 一 太

番号 開発区域又は工区に含まれる地域の名称 開発許可を受けた者の住所及び氏名

１ 佐波郡玉村町大字樋越４６１－１ 佐波郡玉村町大字樋越４６０番地２
萩原信弥

２ 邑楽郡邑楽町大字狸塚字江原２５４７－４ 邑楽郡邑楽町大字狸塚２５４７番地３
近藤誠生
邑楽郡邑楽町大字中野２３６９番地１ ビッ
グ・ツリーⅡＢ１０１号室
近藤彩花

３ 邑楽郡千代田町大字下中森字門戸川原１０５０－１ 邑楽郡千代田町大字下中森１０６０番地
株式会社杉田 代表取締役 杉田直人

４ 邑楽郡大泉町大字古海字松塚６２０－３、６１７－ 邑楽郡大泉町大字古海丙６２０番地
３ 入谷邦宏

５ 邑楽郡邑楽町大字篠塚字大黒１３７１－３、１３７ 邑楽郡邑楽町大字篠塚１６１１番地２ キュー
２－３ ブⅠ２０１号

６ 邑楽郡邑楽町大字石打字宿畑６８８－１、６８８－ 邑楽郡邑楽町大字石打６８２番地５
５ 石井宣明、石井香里

７ 邑楽郡大泉町坂田六丁目８７２、８７６－２ 埼玉県本庄市西富田７６２番地１
ケイアイスター不動産株式会社 代表取締役
塙圭二

８ 邑楽郡邑楽町大字中野字元宿２９９５－２、２９９ 福岡県福岡市博多区博多駅東二丁目１０番１号
５－３、２９９５－７、２９９８－５、２９９９－ 第一福岡ビルＳ館４階
５、２９９９－８ 株式会社コスモス薬品 代表取締役 横山英昭
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人
事
委
員
会
規
則

■職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
九
日

群
馬
県
人
事
委
員
会
委
員
長

森

田

均

群
馬
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
号

職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
群
馬
県
人
事
委
員
会

規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
行
政
職
給
料
表
の
部
八
級
の
項
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

参
事
の
職
務

警
察
に
お
け
る
参
事
官
の
職
務

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
三
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
九
日

群
馬
県
人
事
委
員
会
委
員
長

森

田

均

群
馬
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
号

職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
群
馬
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
の
う
ち
六
警
察
の
表
警
察
本
部
の
項
中
「
交
通
安
全
対
策
統
括
官
」
を
「
運
転
免
許
統

括
官
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
三
月
十
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
警
察
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
九
日

群
馬
県
人
事
委
員
会
委
員
長

森

田

均

群
馬
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四
号

群
馬
県
警
察
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
警
察
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
支
給
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
年
群
馬
県
人
事
委
員
会
規
則

第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
第
八
条
」
の
下
に
「
、
第
十
二
条
」
を
加
え
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「
警
察
職
員
」
の
下
に
「
（
群
馬
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二

十
六
年
群
馬
県
条
例
第
五
十
五
号
）
第
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
管
理
職
手
当
の
支
給
を
受
け

る
者
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
（
昭
和
二
十
六
年
群
馬
県
条
例
第
五
十
五
号
）
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

企
業
管
理
規
程

■群
馬
県
企
業
局
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
九
日

群
馬
県
企
業
管
理
者

中

島

啓

介

群
馬
県
企
業
管
理
規
程
第
一
号

群
馬
県
企
業
局
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

群
馬
県
企
業
局
公
印
規
程
（
昭
和
三
十
七
年
群
馬
県
企
業
管
理
規
程
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
第
六
号
中
「所

長
印

」
を
「所

長

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
企
業
局
職
員
記
章
は
い
用
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
九
日

群
馬
県
企
業
管
理
者

中

島

啓

介

群
馬
県
企
業
管
理
規
程
第
二
号

群
馬
県
企
業
局
職
員
記
章
は
い
用
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

群
馬
県
企
業
局
職
員
記
章
は
い
用
規
程
（
昭
和
四
十
一
年
群
馬
県
企
業
管
理
規
程
第
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
第
二
号
中
「印

」
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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